
辛島公園北側道路及び市民会館前道路の実証実験等について
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辛島公園北側道路

熊本市民会館前

関係者協議

実証実験（6カ月）

設計 工事

▼社会実験（休日3日間）

歩道拡幅・一体整備利活用のイメージ

辛島公園北側道路歩行者空間化

利活用社会実験（1週間程度）

昼も夜も歩いて楽しめるまちなかの実現に向け、歩行空間の整備等によるにぎわい創出、回遊性向上を図る。

⚫ 令和４年度は市民ＷＳ、専門家アドバイス等を踏まえ利活用・整備
指針案を作成。

⚫ 今年度は道路空間とオープンスペースを一体的に活用し、地域や民
間事業者と連携して利活用社会実験を実施。

⚫ 期間（案）：令和５年10月中（１週間程度）

くま博（R4年度） •

•

利活用・整備指針案

市民会館前の歩道拡幅

設計 工事

【実証実験概要】

▼大規模イベント毎に見極めを実施

⚫ 熊本城ホールと花畑広場双方の特徴を活かし、一体的な大規模長
期イベントの誘致・開催を行うことで、さらなるにぎわい創出・
回遊性向上を目的として、歩行者空間化を目指す。

⚫ 令和3年（平常時）、令和4年（イベント時）の2回にわたり社会
実験を実施。

⚫ 今年度、最終検証として長期実証実験を実施。

•期間（案）：令和5年10月1日～令和6年3月31日（６カ月間）
•今年度予定されている「くま博」、「クリスマスマーケット」、
「くまもと花博」等の大規模長期イベント毎に周辺交通への影響
や一体利用による効果の検証等を行い、継続可否を判断する。
（経常的に周辺交通へ大きな影響を及ぼす場合については、交通管
理者と協議の上、中断する可能性あり）

辛北道路

将来的な広場化を目指す

市民WS 企画WG（関係者協議含む）
利活用・デザイン検討等

■市民会館前広場
日常と非日常で変化する賑わい
の中心としての空間

■市民会館前広場（北側）
施設内の賑わいが滲みだしつつ、
緑と水による自然を感じられる
空間

■清正公像前広場
熊本城を前に連続した緑と水に
よる自然と歴史を感じられる空
間

■国際交流会館
国内外の観光客や市民を受け入
れる空間

■道路空間（行幸橋含む市道部）
様々な利用者を受け入れる空間

社会実験実施箇所

利活用社会実験のイメージ
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